
１．調査団員氏名・所属

1) 現地調査

氏　　　名 担 当 分 野 所　　　属

① 鈴木　達男 総　括 JICAホンジュラス事務所所長

② 小柳　桂泉 計画管理 JICA無償資金協力部業務第一グループ
運輸交通・電力チーム

③ 五瀬　伸吾 業務主任／橋梁計画 ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

④ 五十嵐　功 橋梁設計 ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

⑤ 中村　友彦 自然条件調査
(地形・地質､水理・水文)

㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

⑥ 三浦　　実 施工・調達計画／積算Ⅰ ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

⑦ 本田　　洋 施工・調達計画／積算Ⅱ ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

⑧ 松崎　洋子 通訳（西語） ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

2)基本設計概要説明調査

氏　　　名 担 当 分 野 所　　　属

① 鈴木　達男 総　括 JICAホンジュラス事務所所長

② 五瀬　伸吾 業務主任／橋梁計画 ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

③ 五十嵐　功 橋梁設計 ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル

④ 松崎　洋子 通訳（西語） ㈱片平エンジニアリング･インターナショナル
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1
)
現

地
調

査
（

平
成

1
7
年

 
2
月

 
9
日

～
 
3
月

1
0
日

）

鈴
木

小
柳

五
瀬

五
十
嵐

中
村

三
浦

本
田

松
崎

1
2
月

 
9
日

水
東
京
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
0
0
6
)

東
京
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
0
0
6
)

東
京
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
0
0
6
)

東
京
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
0
0
6
)

東
京
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
0
0
6
)

東
京
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
0
0
6
)

東
京
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
0
0
6
)

2
2
月
1
0
日

木
大
使
館
、
J
I
C
A
打
合
せ

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
着
(
C
O
1
1
1
6
)

大
使
館
、
J
I
C
A
打
合
せ

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
着
(
C
O
1
1
1
6
)

大
使
館
、
J
I
C
A
打
合
せ

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
着
(
C
O
1
1
1
6
)

大
使
館
、
J
I
C
A
打
合
せ

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
着
(
C
O
1
1
1
6
)

大
使
館
、
J
I
C
A
打
合
せ

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
着
(
C
O
1
1
1
6
)

大
使
館
、
J
I
C
A
打
合
せ

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
着
(
C
O
1
1
1
6
)

大
使
館
、
J
I
C
A
打
合
せ

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
着
(
C
O
1
1
1
6
)

大
使
館
、
J
I
C
A
打
合
せ

3
2
月
1
1
日

金
S
O
P
T
R
A
V
I
、
S
E
T
C
O
と
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
、
S
E
T
C
O
と
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
、
S
E
T
C
O
と
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
、
S
E
T
C
O
と
打
合
せ

4
2
月
1
2
日

土
ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

5
2
月
1
3
日

日
ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

6
2
月
1
4
日

月
S
O
P
T
R
A
V
I
と
打

合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

7
2
月
1
5
日

火
S
O
P
T
R
A
V
I
と
打

合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

8
2
月
1
6
日

水
ﾐ
ﾆ
ｯ
ﾂ
署
名
、
大

使
館
・
J
I
C
A
報
告

ﾐ
ﾆ
ｯ
ﾂ
署
名
、
大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

ﾐ
ﾆ
ｯ
ﾂ
署
名
、
大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ﾐ
ﾆ
ｯ
ﾂ
署
名
、
大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ﾐ
ﾆ
ｯ
ﾂ
署
名
、
大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

9
2
月
1
7
日

木
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
1
1
1
7
)

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

1
0

2
月
1
8
日

金
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
(
C
O
0
0
7
)

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

1
1

2
月
1
9
日

土
東
京
着

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

資
料
収
集
・
整
理

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

1
2

2
月
2
0
日

日
ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

資
料
収
集
・
整
理

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

1
3

2
月
2
1
日

月
ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

資
料
収
集
・
整
理

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

1
4

2
月
2
2
日

火
ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

資
料
収
集
・
整
理

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

1
5

2
月
2
3
日

水
ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
1
1
1
7
)

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

1
6

2
月
2
4
日

木
ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
(
C
O
0
0
7
)

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

ｻ
ｲ
ﾄ
調
査

1
7

2
月
2
5
日

金
資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

東
京
着

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

1
8

2
月
2
6
日

土
資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

1
9

2
月
2
7
日

日
資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

2
0

2
月
2
8
日

月
資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

2
1

3
月
 
1
日

火
資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

2
2

3
月
 
2
日

水
S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

2
3

3
月
 
3
日

木
資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

2
4

3
月
 
4
日

金
S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

S
O
P
T
R
A
V
I
打
合
せ

資
料
収
集
・
整
理

2
5

3
月
 
5
日

土
資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

2
6

3
月
 
6
日

日
資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

資
料
収
集
・
整
理

2
7

3
月
 
7
日

月
大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

覚
書
署
名

大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

覚
書
署
名

大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

覚
書
署
名

大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

覚
書
署
名

大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

覚
書
署
名

大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

2
8

3
月
 
8
日

火
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
1
1
1
7
)

ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
1
1
1
7
)

ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
1
1
1
7
)

ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
1
1
1
7
)

ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
1
1
1
7
)

2
9

3
月
 
9
日

水
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
(
C
O
0
0
7
)

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
(
C
O
0
0
7
)

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
(
C
O
0
0
7
)

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
(
C
O
0
0
7
)

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
(
C
O
0
0
7
)

3
0

3
月
1
0
日

木
東
京
着

東
京
着

東
京
着

東
京
着

東
京
着

行
　
　
　
　
程

日 順
年
月
日

曜 日
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2
)
基

本
設

計
概

要
説

明
調

査
（

平
成

1
7
年

 
5
月

3
0
日

～
 
6
月
1
0
日
）

鈴
木

五
瀬

五
十
嵐

松
崎

1
5
月
3
0
日

月

2
5
月
3
1
日

火

3
6
月
 
1
日

水

4
6
月
 
2
日

木

5
6
月
 
3
日

金

6
6
月
 
4
日

土

7
6
月
 
5
日

日

8
6
月
 
6
日

月

9
6
月
 
7
日

火

1
0

6
月
 
8
日

水

1
1

6
月
 
9
日

木

1
2

6
月
1
0
日

金
東
京
着

ﾐ
ﾆ
ｯ
ﾂ
署
名

大
使
館
・
J
I
C
A
報
告

ﾐ
ﾆ
ｯ
ﾂ
作
成

団
内
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
1
1
1
7
)

ﾐ
ﾆ
ｯ
ﾂ
作
成

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
(
C
O
0
0
7
)

東
京
発
ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
着
(
C
O
0
0
6
)

ﾋ
ｭ
ｰ
ｽ
ﾄ
ﾝ
発
ﾃ
ｸ
ﾞ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
着
(
C
O
1
1
1
6
)

大
使
館
、
J
I
C
A
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
と
打
合
せ

S
O
P
T
R
A
V
I
、
S
E
T
C
O
に
基
本
設
計
概
要
書
の
説
明

日 順
年
月
日

曜 日
行
　
　
　
　
程

A2-2



 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 関係者（面会者）リスト 



３．関係者（面会者）リスト

 1）在ホンジュラス日本大使館

肥塚　隆 特命全権大使

植松　聡 一等書記官

 2）JICAホンジュラス事務所

鈴木　達男 所長

富安　誠司 次長

平　　知子 所員

三浦　淳一 所員

 3）ホンジュラス国政府

SOPTRAVI（公共事業運輸住宅省）

Ramón Rigoberto Funes Cálix Vice Ministro, Ministro por Ley
副大臣

Marcio Alvarado Enamorado Director General de Carreteras
道路局局長

José Díaz Jefe, Departamento de Caminos por Mano de Obra
道路局労務、課長

Miguel A. Matute A. Jefe, Departamento de Estructuras
構造部部長

José Aguinaldo Martínez Jefe, Unidad de Gestión Ambiental
環境配慮部、部長

Rosa María Vásquez Jefe, Unidad de Apoyo Técnico y Seguridad Vial
道路安全技術支援部、部長

Maritza Euceda Asistente, Coordinación/ UPEG
UPEG調整補佐

Efraín Bustillo Sección de Planificación Vial/ UPEG
UPEG道路計画課

SETCO（国際技術協力庁）

Brenie LilianaMatute Ministra
大臣

Casta Alicia Mejía Gestión y Negociación de Cooperación Internacional
国際技術管理・交渉局
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討議議事録（M/D） 

 

ホンジュラス国パンアメリカンハイウェイ２橋架け替え計画 

基本設計調査 

 

ホンジュラス共和国（以下「ホンジュラス」）政府により提出された要請に答え、日本政府

はパンアメリカンハイウェイ２橋架け替え計画（以下「プロジェクト」）を実施することを決

定し、独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）に調査を指示した。 

 

JICA はホンジュラスに JICA ホンジュラス事務所長鈴木達男氏を団長とする基本設計調査

団（以下「調査団」）を 2005 年２月 10 日から３月８日に渡って派遣した。 

 

調査団はホンジュラス政府の関係者と協議を持ち、現地調査を実施した。協議と現地調査

を通して、両者は添付に記述の主要項目に同意した。調査団は、更に現地調査を続け、基本

設計調査報告書を作成する。 

 

テグジガルパ M.D.C.，2005 年２月 16 日 

 

サイン  サイン 

鈴木 達男 

団長 

基本設計調査団 

JICA 

 リゴベルト フーネス カリックス 

副大臣 

公共事業運輸住宅省 

ホンジュラス 

 

 

証人： 

 

 

サイン 

ベレニエ リリアナ マトゥーテ アラス 

大臣 

国際技術協力庁 

ホンジュラス 
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 添  付  

 

１．プロジェクトの目的 

プロジェクトの目的は無償資金協力によりラス・オルミガス橋及びアグア・カリエンテ橋の

架け替え又は改修である。 

 

２．プロジェクトの位置 

プロジェクトの位置は、資料１に示されている。 

 

３．プロジェクトの責任及び実施機関 

プロジェクトの責任及び実施機関は公共事業運輸住宅省（SOPTRAVI）、維持管理は道路基金維

持管理局である。公共事業運輸住宅省（SOPTRAVI）及び道路基金維持管理局の組織図は資料

２並びに３に各々示されている。 

 

４．プロジェクトの対象橋梁 

調査団との討議の後、次の橋梁が対象橋梁として確認された。 

1）ラス・オルミガス橋梁 

2）アグア・カリエンテ橋梁 

 

調査団による詳細調査の後で、新設橋梁に架け替える又は既存橋梁を改修するかを決定する。 

JICA は要請の妥当性を審査し、日本政府に報告する。 

 

５．日本の無償資金協力のスキーム 

（1）ホンジュラス側は日本の無償資金協力のスキームと資料４に記載されたホンジュラス政府

が実施すべき必要な措置を了解している。 

 

（2）ホンジュラス側は日本の無償資金協力の実施の条件に従い、プロジェクトの完全な実施の

ために資料５に記載された必要な措置を取ることを約束した。 

 

６．調査工程 

（1）コンサルタントはホンジュラスにて 2005 年３月８日まで調査を実施する。 

 

（2）JICA は調査報告書案を西文で作成し、本年の５月末頃に調査報告書案の内容を説明するた

めに調査団を送る。 
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（3）ホンジュラス政府が原則として報告書の内容を受諾する時は、JICAは最終報告書を完成し、

ホンジュラス政府に 2005 年８月までに送付する。 

 

７．その他関連事項 

（1）ホンジュラス側は、資料５に記載された約束を実施するために、適切な予算措置をする。 

 

（2）新設の橋梁位置が現存の橋梁と相違する場合は、ホンジュラス側は工事の開始前又は新設

橋梁の建設完了後のどちらか適用できるほうで現存橋梁の撤去を引き受ける。 

 

（3）ホンジュラス側は、アグア・カリエンテ橋に添架されている水道管等を E/N 調印と工事開

始の間に移設する。 

 

（4）ホンジュラス側は、アグア・カリエンテ橋の架空線をもし必要ならば移設する。 

 

（5）ホンジュラス側は、各橋の建設地点の国有地と民有地の間にある柵をもし必要ならば建設

工事開始前までに移設する。 

 

（6）もし民有地の取得が必要な場合は、ホンジュラス側は 2005 年６月末までに土地所有者と文

書にて同意を取り付ける。 

 

（7）ホンジュラス側は、遅くとも 2005 年６月末までに SERNA（天然資源環境省）より Informe de 

Medio Ambiente（環境許可書）を取得する。 

 

（8）ホンジュラス側は、調査団により出された質問表に対する回答を 2005 年３月１日前に提出

する。 

 

（9）ホンジュラス側は、ホンジュラスにて調査を実施するために滞在する間、調査団にカウン

ターパートの必要な数の人員をあてがう。 

 

資 料 

１ プロジェクト位置図 

２ 公共事業運輸住宅省の組織図 

３ 道路基金維持管理局の組織図 

４ 日本の無償資金協力 

５ 両国政府の負担区分 



A4-16 

資料４ 

日本の無償資金協力の仕組み 

 

 無償資金協力とは被援助国に返済義務を課さないで資金を供与する援助で被援助国が自国

の経済・社会の発展のための計画に役立つ施設、資機材及び役務（技術あるいは輸送等）を

調達するのに必要な資金を我が国の関係法令に従って、以下のような原則により贈与するも

ので、我が国が資材・機材、設備等を直接に調達して現物供与する形態はとっていない。 

 

１．無償資金協力実施の手順 

 我が国の無償資金協力は次のような手順により行われる。 

 

（1）要   請（被援助国からの要請） 

調   査（JICA が実施する基本設計調査） 

審査と認証（日本政府による審査及び閣議による承認） 

正 式 決 定 （日本政府と被援助国による交換公文の署名） 

実   行（プロジェクトの実施） 

 

（2）第一段階である要請は、被援助国から提出された要請書を基に日本国政府（外務省）は

無償資金協力としての妥当性を検討する中で、案件としてのプライオリティが高いこと

が確認された場合には、JICA に対して調査の指示を行う。 

 第二段階である調査（基本設計調査）は、JICA が実施するが、JICA は原則としてこ

の調査を我が国のコンサルタントとの契約によって行う。 

 第三段階の審査と承認は、第二段階で JICA が作成した基本設計報告書を基に日本国

政府がそのプロジェクトが無償資金協力として適当であるかを審査した後、閣議請議を

行う。 

 閣議によって承認されたプロジェクトは、第四段階で両国政府による交換公文の署名

によって正式決定に至り、無償資金協力が実行に移される。 

 無償資金協力の実行に際して、JICA は入札・契約手続き、その他の事項につき被援

助国政府に協力を行う。 

 

２．調査の位置づけ 

（1）調査の内容 

 JICA が実施する調査（基本設計調査）は要請の背景、目的、効果並びに実施に必要

な維持管理能力等を調査し、その妥当性を技術面と社会・経済面で検証を行い、被援助

国政府と協議の上、計画の基本構想を双方で確認し、併せて基本設計と概算事業費の積

算等を行うものであるが、その目的はあくまでも日本国政府が無償として承認するにあ

たっての基礎的資料（判断材料）に位置づけられる。 

 なお、当然のこととして、要請された内容が全てそのまま協力の対象となるのではな
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く、我が国の無償のスキーム等を勘案し、基本構想が確認される。 

 また、無償として実施するに当たって、我が国は被援助国側の自助努力を求める立場

から被援助国にも必要な措置を求めており、この措置が実施を担当する機関以外の所管

事項である場合であってもその実施の担保を求めるものであり、最終的には先方政府の

関係する機関全てとの確認をミニッツにより行う。 

 

（2）コンサルタントの選定 

 調査の実施に際して JICA は登録業者の中からプロポーザル方式によりコンサルタン

トを選定する。選定されたコンサルタントは JICA の指示に基づいて基本設計調査を行

い報告書を作成する。 

 なお、無償資金協力の実行が E/N により決定された後のコンサルタントの契約につい

ては、基本設計調査と詳細設計業務の技術的一貫性を保つ必要があるため、JICA は当

該コンサルタントを被援助国政府に推薦する。 

 

３．無償資金協力スキーム 

（1）交換公文の締結 

 無償資金協力の実施に当たっては政府間の合意及び E/N の締結が必要である。E/N で

は当該プロジェクトに係る目的、供与期限、実施条件、限度額等が確認される。 

 

（2）供与期限 

 供与期限は我が国の閣議決定の行われた会計年度内（４月１日より翌年の３月 31 日

まで）とする。この間、E/N の締結からコンサルタント及びコントラクター等との契約

を経て、最終的な支払いを含めて全てを終了しなくてはならない。 

 ただし、自然災害等止むを得ない事情により搬入、据付、工事等が遅延した場合には

両国間の協議により一年間（一会計年度）の延長が可能である。 

 

（3）生産物及び役務の調達 

 無償資金協力によって調達される生産物及び役務は原則として日本国及び被援助国

の生産物並びに日本国民の役務を購入するために適正に､かつ､専ら使用される｡ここで

いう日本国民という語は日本国の自然人またはその支配する日本国の法人を意味する。 

 なお、無償資金協力は両国政府が必要と認める場合には第三国（日本国及び当該国以

外）の生産物の購入あるいは輸送等の役務の購入にも使用することが可能である。ただ

し、無償資金協力ガイドラインにより、無償資金協力を実施するに当たって必要とする

プライムコントラクター、即ち、コンサルタント、施工業者及び調達業者は日本国民に

限定される。 

 

（4）「認証」の必要性 

 当該国政府又は政府が指定する当局が行う日本国民との契約は円貨建で締結され、か
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つ、日本国政府による認証を必要とする。認証は無償資金協力の財源が日本国民の税金

であることによる。 

 

（5）被援助国に求められる措置 

 無償資金協力が実施されるに際して当該国政府は以下のような措置が求められる。 

a）施設案件の実施に当たっては施設建設に必要な土地を確保し、かつ、用地の整地を

行うこと。 

b）用地の整地を行うに際しては、併せて、用地までの配電、給水、排水、その他の付

随的な施設の整備、工事等を行うこと。 

c）資機材等の案件については、必要な建物等が確保されること。 

d）無償資金協力に基づいて購入される生産物の港における陸揚げ、通関及び国内輸送

等に係る経費の負担と速やかな実施を確保すること。 

e）認証された契約に基づき調達される生産物及び役務のうち日本国民に課せられる関

税、内国税及びその他の財政課徴金を免除すること。 

f）認証された契約に基づいて供与される日本国民の役務について、その作業の遂行の

ための入国及び滞在に必要な便宜を与えること。 

 

（6）適正使用 

 無償資金協力に基づいて建設される施設及び購入される機材が、当該計画の実施のた

めに適正かつ効果的に維持され、使用されること並びにそのために必要な要員等の確保

を行うこと。また、無償資金協力によって負担される経費を除き計画の実施のために必

要な維持・管理費等全ての経費を負担すること。 

 

（7）再輸出 

 無償資金協力に基づいて購入される生産物は当該国より再輸出されてはならない。 

 

（8）銀行取極（A/B） 

a）当該国政府又は指定された当局は日本国内の銀行に当該国政府名義の勘定を開設す

る必要がある。日本国政府は認証された契約に基づいて当該国政府もしくは指定され

た当局が負う債務の弁済に充てるための資金を右勘定に日本円で払い込むことによ

り無償資金協力を実施する。 

b）日本政府による払い込みは当該国政府又は指定された当局が発行する支払授権書

（A/P）に基づいて契約銀行が支払請求書を日本国政府に提出した時に行われる。 

 

（9）支払授権書（A/P） 

 当該国政府は、銀行取極を締結した契約銀行に対し、支払授権書の通知手数料及び支

払手数料を負担しなければならない。 
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資料５ 

両国政府による主な負担事項 
 

No. 負担事項 日本 ホンジュラス

１ プロジェクト用地確保  ● 

２ プロジェクトサイト上の障害物撤去、整地、埋立など（必要に応じ実施）  ● 

３ プロジェクトサイト周囲のゲート、フェンスの建設  ● 

４ 駐車場の建設 ●  

５ アクセス道路建設 

１）プロジェクトサイト内 

２）プロジェクトサイト外 

 

● 

 

 

 

● 

６ 電力、水道、排水、その他のファシリティーの供給 

１）電力 

  a. プロジェクトサイトで障害になる電線 

  b. 引込線及び内部配線 

  c. 主遮断器及び変圧器 

２）水道 

  a. プロジェクトサイトまでの主上水道 

  b. プロジェクトサイト内の上水道供給（貯水槽及び高架水槽） 

３）排水設備 

  a. プロジェクトサイトまでの主排水管（雨水､下水及びその他用） 

  b. プロジェクトサイト内の排水設備（風呂､普通廃水､雨水及びその他用） 

４）ガス 

 a. プロジェクトサイトまでの主ガス管 

 b. プロジェクトサイト内のガス供給 

５）電話 

  a. 建築物内メイン供給フレーム（MDF）までの電話線の引き込み 

  b. MDF 及びその先の延線 

６）機材 

a. 家具類 

b. プロジェクトに必要な機材 

 

 

 

● 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

● 

 

７ 銀行取極（A/B）に基づき金融サービスを行う契約銀行に対する下記費用の負担。 

１）支払授権書(A/P)発給手数料 

２）支払手数料 

  

● 

● 

８ 受取国の荷揚げ港での荷下ろしと通関の確実な実施。 

１）日本から受取国への製品の海上（空路）輸送 

２）荷揚げ港での製品の免税手続きと通関 

３）荷揚げ港からプロジェクトサイトへの国内輸送 

 

● 

 

● 

 

 

● 

 

９ 認証された契約に基づく製品供給と支援業務に関連して必要になる日本国民に

対して、当該者が責任遂行に必要となる受取国への入国や入国後の宿泊に関連

して必要な便宜供与。 

 ● 

10 認証された契約に基づく製品供給と支援業務に関連して、受取国により日本国

民に賦課される関税、国内税及びその他賦課金の免除。 

 ● 

11 無償資金協力により建設された施設及び調達された機材を適切に使用し、かつ

適正に維持管理するために必要な費用の負担。 

 ● 

12 無償資金協力により建設及び調達されるもの以外で、施設建設及び調達機材に

おける輸送及び据付等に必要となるその他の費用の負担。 

 ● 

（A/B：銀行取極、A/P：支払授権書、N/A：適用外） 
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2）基本設計概要説明調査 
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討議議事録（M/D） 

 

ホンジュラス国南部地域幹線道路２橋架け替え計画基本設計調査 

概要書説明 

 

2005 年２月に独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」）は、ホンジュラス共和国（以下

「ホンジュラス」）に、ホンジュラス国南部地域幹線道路２橋架け替え計画基本設計調査（以

下「プロジェクト」）のために基本設計調査団を派遣し、協議、現地調査及び国内における技

術解析に基づき、JICA は基本設計概要書案を作成した。 

 

前述の基本設計概要書の内容に関してホンジュラス政府関係者と説明及び協議をするため

に、JICA はホンジュラスに JICA ホンジュラス事務所長鈴木達男氏を団長とする基本設計説

明調査団（以下「調査団」）を 2005 年５月 31 日から６月８日に渡って派遣した。 

 

打合せの結果、両者は添付に記述の内容について同意した。 

 

テグジガルパ M.D.C.，2005 年６月７日 

 

サイン  サイン 

鈴木 達男 

団長 

基本設計調査団 

JICA 

 ホルヘ ヘー カランサ ディアス 

大臣 

公共事業運輸住宅省 

ホンジュラス 

 

 

証人： 

 

 

サイン 

ベレニエ リリアナ マトゥーテ アラス 

大臣 

国際技術協力庁 

ホンジュラス 
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 添  付  

 

１．概要書の内容 

ホンジュラス側は、調査団により説明された概要書の内容について原則として同意し、受諾

した。 

 

２．日本の無償資金協力のスキーム 

ホンジュラス側は日本の無償資金協力のスキームと 2005 年２月 16 日に両者により調印され

た討議議事録（M/D）の添付４及び５に記載されたホンジュラス政府が実施すべき必要な措置

を了解している。 

 

３．調査工程 

JICA は確認された事項に従って最終報告書を作成し、2005 年８月までにホンジュラス政府に

報告書を送付する。 

 

４．その他関連事項 

（1）ホンジュラス側は、2005 年２月 16日における討議議事録（M/D）にて確認された本調査の

案件名を「パンアメリカンハイウェイ２橋架け替え計画」から「南部地域幹線道路２橋架

け替え計画」に変更する。 

 

（2）ホンジュラス側は、アグア・カリエンテ橋の架空線を E/N 後建設工事開始前までに移設す

る。 

 

（3）ホンジュラス側は、アグア・カリエンテ橋に添架されている水道管等を E/N 後建設工事開

始前までに移設する。 

 

（4）ホンジュラス側は、ラス・オルミガス橋迂回路として使用するために、建設工事の始まる

前にベーリー橋を用意する。 

 

（5）２橋の所在する両地点に於いて建設工事中の民有地使用に関して、ホンジュラス側は６月

末までに土地所有者と文書にて同意を取り付け、ホンジュラスの JICA 事務所へ報告する。 

 

（6）ホンジュラス側は、６月末までに SERNA（天然資源環境省）より環境ライセンスを取得し、

ホンジュラスの JICA 事務所へ報告する。 
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   （ 基 本 設 計 時 ） 
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事業事前計画表（基本設計時） 

１．案件名 

ホンジュラス共和国 南部地域幹線道路２橋架け替え計画基本設計調査 

２．要請の背景(協力の必要性・位置付け) 
ホンジュラス共和国(以下「ホ」国)は、中米 7カ国の中でグアテマラに次いで貧困率の高い国

(63.3%、2002 年)であり、農・漁業を中心とした第一次産業に依存した経済体制にある。近年の
中米統合の流れを受け、農・水産物等の国際的な物流が活発化してきており、｢ホ｣国経済の活性
化を図る上で、国際貨物の流通路の確保・整備は不可欠のものとなっている。しかし、幹線道路
に架かる橋梁の中には、建設後 50 年を超えて老朽化している橋梁や、増加する交通量・輸送量
に対応できない橋梁も出てきている。また、1998 年に来襲したハリケーン・ミッチにより国土の
全域にわたる道路網が寸断され、我が国を含む各国の援助により主要な復旧自体はほぼ完了した
ものの、応急的な対策で対応しているものも多い。 

 
本プロジェクトの対象橋梁であるラス・オルミガス橋は CA-3 号線上(ニカラグア国境とチョル

テカ市間)、アグア・カリエンテ橋は CA-1 号線(チョルテカ市とエルサルバドル間)に位置する(パ
ンアメリカンハイウェイは、エルサルバドル、ホンジュラス及びニカラグアを結ぶ CA-1 号線の
呼称である)。ニカラグアとの国境に架かる CA-3 号線上のグアサウレ橋からエルサルバドルとの
国境に架かるアマティージョ橋まで約 130km あり、全線アスファルト舗装(一部コンクリート舗
装)で平坦な 2 車線道路である。この路線に橋梁が大小合わせて 9 橋存在する。ニカラグアに向
かう幹線道路は、チョルテカ市から CA-1 号線(パンアメリカンハイウェイ)と CA-3 号線に分かれ
る。チョルテカとニカラグア国境間の CA-1 号線は、山岳部を通過し、道路線形が厳しいことか
ら、交通量は CA-3 号線に比べて少ない。CA-3 号線に繋がるニカラグア国内の道路状況が改善さ
れれば、CA-1 号線に比べて線形が良く、平坦地を通過する CA-3 号線を利用する交通量は、今後
増大するものと予想される。また、CA-1 及び CA-3 号線は、プエブラ・パナマ計画(PPP)で提唱さ
れたメソアメリカ国際道路網(RICAM)において「ホ」国のロジスティック回廊の一部として位置
づけられている。 

 
本協力対象橋梁のラス・オルミガス橋は、洪水による損傷・変状が激しく、現在、1 車線の仮

設橋(ベーリー橋)により現交通に対処しており、交通のボトルネックとなっている。また、アグ
ア・カリエンテ橋は、地震・洪水時に対して不安定な構造となっていること及び交通量・輸送量
の増大に耐えられる構造となっていないことから、緊急に架け替え、または部分的な取替えを必
要としている。 

 
このように要請対象橋梁は、主要幹線道路として整備が進められている路線上に位置している

にもかかわらず、その機能を十分果たせない状況にある。本プロジェクトは、｢ホ｣国側の自助努
力による道路整備と連携して、｢ホ｣国の実施能力を超える損傷したあるいは不十分な耐荷力を有
する橋梁を架け替えることにより、自然災害に対する脆弱性の是正に資するとともに、今後増大
すると予想される物資の円滑な輸送が確保・促進され、沿線地域に直接的に裨益し、｢ホ｣国の経
済・社会の復興及び貧困削減に大きく寄与する必要性の高いプロジェクトである。 

３．プロジェクトの全体計画概要 

（１）プロジェクト全体計画の目標 

 ｢ホ｣国内のロジスティック回廊として位置づけられる CA-1及び CA-3号線のボトルネックとな

っている橋梁や耐荷力の不足している橋梁が架け替えられることで、同国内の幹線道路としての

機能が強化され、安定した人員・物資の輸送が確保される。結果として、プロジェクト対象地域

を中心とした社会経済の発展が促され、貧困が削減される。 

裨益対象：直接裨益人口：CA-1 及び CA-3 号線の沿道住民合計約 57 万人 

（チョルテカ県：約 41 万人、バジェ県：約 16 万人） 

（２）プロジェクト全体計画の成果 

①橋梁の架け替え(アグア・カリエンテ橋は、上部工と橋脚の取替え)及び取付道路が改修され

る。 

（３）プロジェクト全体計画の主要活動 

①橋梁及び取付道路を整備する。 

②橋梁及び取付道路を維持管理する。 
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（４）投入（インプット） 

ア．日本側（本案件）：無償資金協力 7.81 億円 

イ．相手国側 

（ア）適切な実施体制の構築及び人員の配置 

（イ）ヤード及び建設用地等の確保に係る経費 

（ウ）施設の運営・維持管理に係る経費 

（５）実施体制 

主管官庁及び実施機関：公共事業運輸住宅省(SOPTRAVI)道路局(DGC) 

４．無償資金協力案件の内容 

（１）サイト 

①ラス・オルミガス橋 ：チョルテカ県(CA-3 号線上) 

②アグア・カリエンテ橋：チョルテカ県(CA-1 号線上) 

（２）概要 
①ラス・オルミガス橋(45.0m、既設橋の撤去と新橋の建設) 
②アグア・カリエンテ橋(46.3m、既設上部工及び橋脚の撤去とこれらの新設) 

（３）相手国負担事項 

建設資機材保管・施工ヤード・事務所・建設用地の確保及びベーリー橋の調達・供給 

（４）概算事業費 

7.89 億円（無償資金協力 7.81 億円、ホンジュラス国側負担 0.08 億円） 

（５）工期 

詳細設計・入札期間を含め約 31 ヶ月 

（６）貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

用地買収は発生しない。ただし、工事用地確保のための用地借用に対し適切な補償を実施

する。 

５．外部要因リスク 

 特になし。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

 特になし。 

7. 今後の評価計画プロジェクトの成果 

（１）プロジェクト全体計画の目標達成を示す指標 
ラス・オルミガス橋 アグア・カリエンテ橋 成果指標 

実施前 
（2004 年）

実施後 
（2007 年） 

実施前 
（2004 年） 

実施後 
（2008 年） 

通過速度の向上 10km/h 以下 80km/h 
（設計速度）

30km/h 以下 80km/h 
（設計速度） 

通過車両重量の増大 32.7 トン 40.9 トン 32.7 トン 40.9 トン 
注*：“－”：該当しない、または、変化が無い。 

（２）その他の成果指標 

  特になし。 

（３）評価のタイミング 

①ラス・オルミガス橋 ：2007 年 4 月（橋梁整備完了）以降 

②アグア・カリエンテ橋：2008 年 4 月（橋梁整備完了）以降 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 資 料 収 集 リ ス ト 

 



 

A6-1

資
 
料

 
収

 
集

 
リ

 
ス

 
ト

 
 調
査
名
 
南
部
地
域
幹
線
道
路
２
橋
架
け
替
え

計
画
基
本
設
計
調
査
 
 

 番
号

 
名

 
 

 
称

 
形

態
 

図
書

・
ビ

デ
オ

 
地

図
・

写
真

等
 

ｵ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ﾅ
ﾙ
 

･
ｺ
ﾋ
ﾟ
ｰ
 

発
行

機
関

 
発

行
年

 

１
 O

RG
AN

IZ
AC

IÓ
N

 E
ST

RU
CT

U
RA

L 
D

E 
LA

 D
IR

EC
CI

O
N

 
G

EN
ER

AL
 D

E 
CA

RR
ET

ER
AS

, S
O

PT
RA

VI
, D

G
C（

SO
PT

RA
VI

, 
道

路
局

組
織

図
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

SO
PT

RA
VI

 
 

２
 LE

Y 
D

E 
VI

AS
 D

E 
CO

M
U

N
IC

AC
IÓ

N
 T

ER
RE

ST
RE

, D
EC

RE
TO

 
N

O
. 1

73
（

陸
路

交
通

道
路

法
政

令
第

17
3
号

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
SO

PT
RA

VI
 

 

３
 RE

D
 O

FI
CI

AL
 D

E 
CA

RR
ET

ER
AS

 R
ES

PO
N

SA
BI

LI
D

AD
 D

E 
SO

PT
RA

VI
/R

ED
 V

IA
L 

N
AC

IO
N

AL
/M

AP
A 

D
E 

RE
D

 V
IA

L 
N

AC
IO

N
AL

 
（

SO
PT

RA
VI

管
轄

の
公

共
道

路
網

・
国

道
網

・
全

国
道

路
網

地
図

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
SO

PT
RA

VI
 

 

４
 CA

-1
,C

A-
3P

RO
YE

CC
IO

N
 D

E 
TR

AF
IC

O
/M

AP
A 

RE
D

 V
IA

L 
D

EP
TO

. C
H

O
LU

TE
CA

（
CA

-1
,C

A-
3
の
交
通
量
予
測
・
チ
ョ
ル
テ
カ
県

道
路

地
図

）
 

地
図

 
コ

ピ
ー

 
IR

V 
20

05
/1

/1
2 

５
 PO

LI
TI

CA
 D

E 
ES

TA
D

O
 P

AR
A 

LA
 A

G
RI

CU
LT

U
RA

 
H

O
N

D
U

RE
N

A 
PE

RI
O

D
O

 2
00

3-
20

21
（

20
03

年
～

20
21

年
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス

の
農

業
政

策
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

 
 

６
 AR

EA
S 

D
E 

SI
EM

BR
A 

D
E 

D
IV

ER
SO

S 
CU

LT
IV

O
S 

PA
RA

 E
L 

PE
RI

O
D

O
 1

99
7-

20
03

（
19

97
年

～
20

03
年

各
種

作
物

の
栽

培
面

積
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

IN
FO

AG
RO

 
20

03
年

 

７
 SU

PE
RF

IC
IE

 D
E 

H
O

RT
AL

IZ
AS

 P
O

R 
RE

G
IO

N
 2

00
0-

20
01

 
（

20
00

年
～

20
01

各
地

域
ご

と
の

野
菜

栽
培

面
積

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
FU

EN
TE

:E
N

CU
ES

TA
 A

G
RI

CO
LA

 N
AC

IO
N

AL
 

20
00

-2
00

1（
20

00
年

～
20

01
年

 農
業

調
査

）
 

20
00

年
～

20
01

年
 

８
 SU

PE
RF

IC
IE

 T
O

TA
L 

D
E 

CU
LT

IV
O

S 
AG

RO
-IN

D
U

ST
RI

AL
ES

 
20

01
-2

00
2(
農

工
産

物
総

面
積

 2
00

1
年

～
20

02
年

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 

ES
TI

M
AC

IO
N

 E
LA

BO
RA

D
A 

PO
R 

IN
FO

AG
RO

/U
PE

C/
SA

G
 C

O
N

 IN
FO

RM
AC

IO
N

 D
E 

LA
 

EN
CU

ES
TA

 A
G

RI
CO

LA
 N

AC
IO

N
AL

 
20

00
-2

00
1/

19
98

-1
99

9/
19

96
-1

99
7（

農
業

調
査

を
も

と
に

IN
FO

AG
RO

/U
PE

C/
SA

G
が

作
成

し
た

予
測

）
 

20
00

－
20

01
／

19
98

－
19

99
／

19
96

－
19

97
 

９
 H

O
N

D
U

RA
S:

SU
PE

RF
IC

IE
, P

RO
D

U
CC

IO
N

 Y
 R

EN
D

IM
IE

N
TO

 
D

E 
CU

LT
IV

O
S 

AG
RO

-IN
D

U
ST

RI
AL

ES
 A

N
O

 A
G

RI
CO

LA
 

20
01

-2
00

2/
20

00
-2

00
1 

（
20

01
-2

00
2/

20
00

-2
00

1 
農

工
産

物
面

積
・

生
産

・
収

量
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

FU
EN

TE
:E

LA
BO

RA
D

O
 P

O
R 

IN
FO

AG
RO

/U
PE

G
/S

AG
 

EN
 B

AS
E 

A 
LA

 IN
FO

RM
AC

IO
N

 D
E 

LA
 E

SC
U

ES
TA

 
AG

RI
CO

LA
 N

AC
IO

N
AL

 
19

98
-1

99
9/

19
96

-1
99

7/
20

00
-2

00
1D

G
D

. E
ST

AD
IS

TI
CA

 Y
 

CE
N

SO
S/

IN
ST

IT
U

TO
 N

AC
IO

N
AL

 D
E 

ES
TA

D
IS

TI
CA

S,
 

IN
E（

農
業
調
査
を
も
と
に

IN
FO

AG
RO

/U
PE

C/
SA

G
が

作
成
し

た
予

測
）
）

 

 1
99

8－
19

99
／

19
96

－
19

97
／

20
00

－
20

01
 



 

A6-2

番
号

 
名

 
 

 
称

 
形

態
 

図
書

・
ビ

デ
オ

 
地

図
・

写
真

等
 

ｵ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ﾅ
ﾙ
 

･
ｺ
ﾋ
ﾟ
ｰ
 

発
行

機
関

 
発

行
年

 

１
０

 H
O

N
D

U
RA

S:
M

AI
Z:

 S
ER

IE
 H

IS
TO

RI
CA

 D
E 

O
FE

RT
A 

Y 
D

EM
AN

D
A,

 S
EG

Ú
N

 A
N

O
 A

G
RI

CO
LA

 1
99

2/
19

93
-2

00
1/

20
02

（
19

92
/1

99
3-

20
01

/2
00

2
農
業
年
ご
と
の
と
う
も
ろ
こ
し
の
需
要
と
供
給
一

覧
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

FU
EN

TE
:E

LA
BO

RA
D

O
 P

O
R 

IN
FO

AG
RO

 2
00

1-
20

02
 

（
IN

FO
AG

RO
作

成
）

 
20

01
-2

00
2 

１
１

 PR
O

D
U

CC
IO

N
 T

O
TA

L 
D

E 
G

RA
N

O
S 

BA
SI

CO
S 

19
92

-2
00

3
（

19
92

-2
00

3
基

礎
穀

物
生

産
合

計
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

FU
EN

TE
:E

LA
BO

RA
D

O
 P

O
R 

IN
FO

AG
RO

 C
O

N
 D

AT
O

S 
D

EL
 IN

E 
（

IN
E 

の
デ

ー
タ

を
も

と
に

IN
FO

AG
RO

が
作

成
）

 
- 

１
２

 SU
PE

FI
CI

E 
D

E 
G

RA
N

O
S 

BA
SI

CO
S 

PO
R 

AN
O

 A
G

RI
CO

LA
, 

SE
G

Ú
N

 R
EG

IO
N

 
（

地
域

ご
と

の
各

農
業

年
基

礎
穀

物
栽

培
面

積
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

 
- 

１
３

 D
IS

TI
RI

BU
CI

O
N

  
BO

SC
O

SA
 Y

 O
TR

O
S 

U
SO

S 
PO

R 
RE

G
IO

N
 

SE
G

Ú
N

 T
IP

O
 D

E 
BO

SQ
U

E 
20

01
（

20
01

年
、
森
林

タ
イ
プ
別
の
地
域

ご
と

の
森

林
配

分
と

そ
の

他
の

利
用

に
つ

い
て

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
EL

AB
O

RA
D

O
 P

O
R 

IN
FO

AG
RO

/U
PE

G
/S

AG
 C

O
N

 
IN

FO
RM

AC
IO

N
 D

E 
CI

EF
/A

FE
 C

O
H

D
EF

O
R(

CI
EF

/A
FE

 
CO

H
D

EF
O

R
の

情
報

を
も

と
に

 I
N

FO
AG

RO
/U

PE
G

/S
AG

が
作

成
し

た
）

 
- 

１
４

 U
SO

 A
CT

U
AL

 D
EL

 S
U

EL
O

 2
00

1（
土

地
の

利
用

状
況

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
EL

AB
O

RA
D

O
 P

O
R 

IN
FO

AG
RO

/U
PE

G
/S

AG
 C

O
N

 
IN

FO
RM

AC
IO

N
 D

E 
CI

EF
/A

FE
 C

O
H

D
EF

O
R(

CI
EF

/A
FE

 
CO

H
D

EF
O

R
の

情
報

を
も

と
に

 I
N

FO
AG

RO
/U

PE
G

/S
AG

が
作

成
し

た
）

 
- 

１
５

 M
AP

A 
TU

RI
ST

IC
O
（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

観
光

地
図

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 H
O

N
D

U
RA

S 
IN

ST
IT

U
TE

 O
F 

TO
U

RI
SM

（
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
観

光
協

会
）

 
- 

１
６

 U
SO

 R
EC

O
M

EN
D

AD
O

 D
EL

 S
U

EL
O
（

土
地

の
推

奨
利

用
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

 
- 

１
７

 C
AP

AC
ID

AD
 D

E 
U

SO
 D

EL
 S

U
EL

O
（

土
地

の
利

用
能

力
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

 
- 

１
８

 M
AP

A 
G

EO
LO

G
IC

O
（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

全
国

地
質

地
図

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
 

- 
１

９
 M

AP
A 

G
EO

LO
G

IC
O
（

チ
ョ

ル
テ

カ
流

域
地

質
地

図
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

 
- 

２
０

  C
H

O
LU

TE
CA

 P
RE

CI
PI

TA
CI

O
N

 M
AX

IM
A 

EN
 2

4 
H

O
RA

S（
チ
ョ

ル
テ

カ
24

時
間

の
最

大
降

雨
量

）
／

PR
O

M
ED

IO
S 

M
EN

SU
AL

ES
 D

E 
TE

M
PE

RA
TU

RA
 A

M
BI

EN
TE

 M
ED

IA
（

月
平

均
気

温
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

SE
RV

IC
IO

 M
ET

EO
RO

LO
G

IC
O

 N
AC

IO
N

AL
（

気
象

庁
）

 
- 

２
１

 PR
O

M
ED

IO
S 

M
EN

SU
AL

ES
 D

E 
D

IR
EC

CI
O

N
 

PR
ED

O
M

IN
AN

TE
 D

EL
 V

IE
N

TO
/V

EL
O

CI
D

AD
 D

EL
 V

IE
N

TO
（

風
向

き
・

風
力

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
SE

RV
IC

IO
 M

ET
EO

RO
LO

G
IC

O
 N

AC
IO

N
AL

（
気

象
庁

）
 

- 

２
２

 U
BI

CA
CI

Ó
N

 D
E 

BA
N

CO
S 

D
E 

M
AT

ER
IA

LE
S（

資
材

置
き

場
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

FO
N

D
O

 V
IA

L（
道

路
基

金
）

 
- 

２
３

 N
O

RM
AS

 Y
 P

RO
CE

D
IM

IE
N

TO
S 

D
E 

EJ
EC

U
CI

O
N

 P
AR

A 
M

AN
TE

N
IM

IE
N

TO
 V

IA
L 

（
道

路
維

持
管

理
の

た
め

の
基

準
と

方
法

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
SI

EC
A 

- 

２
４

 LI
ST

A 
D

E 
PR

EC
IO

S 
D

E 
M

AT
ER

IA
LE

S 
D

E 
CO

N
ST

RU
CC

IO
N

 
EN

 T
EG

U
CI

G
AL

PA
 M

ES
 D

IC
IE

M
BR

E 
（

テ
グ

シ
ガ

ル
パ

に
お

け
る

建
設

資
材

費
、

20
04

年
12

月
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

CA
M

AR
A 

H
O

N
D

U
RE

N
A 

D
E 

LA
 IN

D
U

ST
RI

A 
D

E 
LA

 
CO

N
ST

RU
CC

IO
N
（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

建
設

業
会

議
所

）
 

20
04

年
12

月
 

２
５

 LI
ST

A 
D

E 
PR

EC
IO

S 
D

E 
M

AT
ER

IA
LE

S 
D

E 
CO

N
ST

RU
CC

IO
N

 
EN

 T
EG

U
CI

G
AL

PA
 M

ES
 D

IC
IE

M
BR

E 
（

テ
グ

シ
ガ

ル
パ

に
お

け
る

建
設

資
材

費
、

20
04

年
12

月
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

CA
M

AR
A 

H
O

N
D

U
RE

N
A 

D
E 

LA
 IN

D
U

ST
RI

A 
D

E 
LA

 
CO

N
ST

RU
CC

IO
N
（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

建
設

業
会

議
所

）
 

20
04

年
12

月
 



 

A6-3

番
号

 
名

 
 

 
称

 
形

態
 

図
書

・
ビ

デ
オ

 
地

図
・

写
真

等
 

ｵ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ﾅ
ﾙ
 

･
ｺ
ﾋ
ﾟ
ｰ
 

発
行

機
関

 
発

行
年

 

２
６

 LI
ST

A 
D

E 
PR

EC
IO

S 
D

E 
AL

Q
U

IL
ER

 D
E 

EQ
U

IP
O

S 
EN

 
TE

G
U

CI
G

AL
PA

 M
ES

 D
IC

IE
M

BR
E（

テ
グ

シ
ガ

ル
パ

に
お

け
る

基
本

労
賃

、
20

04
年

12
月

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
CA

M
AR

A 
H

O
N

D
U

RE
N

A 
D

E 
LA

 IN
D

U
ST

RI
A 

D
E 

LA
 

CO
N

ST
RU

CC
IO

N
（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

建
設

業
会

議
所

）
 

20
04

年
12

月
 

２
７

 LA
 IN

FR
AE

SC
TR

U
CT

U
RA

 Y
 L

O
S 

SE
RV

IC
IO

S 
PU

BL
IC

O
S 

LA
 

IN
FR

AE
ST

RU
CT

U
RA

 V
IA

L（
イ
ン
フ
ラ
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
道
路
イ
ン
フ

ラ
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

SO
PT

RA
VI

 
- 

２
８

 RE
SU

M
EN

 D
E 

N
EC

ES
ID

AD
ES

 D
E 

IN
VE

RS
IO

N
 D

EL
 S

EC
TO

R 
VI

AL
 N

AC
IO

N
AL

 2
00

5-
20

09
（

20
05

-2
00

9
道

路
セ

ク
タ

ー
の

必
要

投
資

概
要

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
SO

PT
RA

VI
 

- 

２
９

 EN
CU

ES
TA

 P
ER

M
AN

EN
TE

 D
E 

H
O

G
AR

ES
 D

E 
PR

O
PO

SI
TO

S 
M

U
LT

IP
LE

S 
M

AY
O

 2
00

3（
家

庭
に

対
す

る
多

目
的

調
査

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
FU

EN
TE

: I
N

ST
IT

U
TO

 N
AC

IO
N

AL
 D

E 
ES

TA
D

IS
TI

CA
 

（
統

計
局

）
 

- 

３
０

 H
O

N
D

U
RA

S（
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
の

概
要

説
明

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
BI

BL
IO

TE
CA

 D
E 

CO
N

SU
LT

A 
M

IC
RO

SO
FT

 2
00

5 
(2

00
5

年
 マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

) 
- 

３
１

 L
AS

 T
EL

EC
O

M
U

N
IC

AC
IO

N
ES

（
通

信
事

情
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

 
- 

３
２

 L
A 

EN
ER

G
IA

 E
LE

CT
RI

CA
（

電
力

事
情

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
 

- 
３

３
 E

L 
AG

U
A 

Y 
EL

 S
AN

EA
M

IE
N

TO
（

水
と

衛
生

事
情

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
 

- 

３
４

 PO
BL

AC
IO

N
 N

AC
IO

N
AL

 Y
 T

AS
AS

 D
E 

CR
EC

IM
IE

N
TO

 
IN

TE
RC

EN
SA

L 
D

E 
19

50
-2

00
1（

19
50

-2
00

1
人

口
と

人
口

伸
び

率
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

FU
EN

TE
: C

EN
SO

S 
D

E 
PO

BL
AC

IO
N

 Y
 V

IV
IE

N
D

A 
D

E 
19

50
, 1

96
1,

19
74

,1
98

8（
19

50
, 1

96
1,

19
74

,1
98

8 
国
勢
調
査

、
住

宅
調

査
）

 
- 

３
５

 PO
BL

AC
IO

N
, P

O
RE

CE
N

TA
JE

 Y
 T

AS
A 

D
E 

CR
EC

IM
IE

N
TO

 
SE

G
Ú

N
 D

EP
TO

 
（

各
県

の
人

口
、

人
口

伸
び

率
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

FU
EN

TE
: C

EN
SO

S 
D

E 
PO

BL
AC

IO
N

 Y
 V

IV
IE

N
D

A 
D

E 
19

88
 Y

 2
00

1（
19

88
～

20
01

国
勢

調
査

、
住

宅
調

査
）

 
- 

３
６

 PO
RC

EN
TA

JE
 P

O
BL

AC
IO

N
AL

 P
O

R 
D

EP
TO

. S
EG

Ú
N

 S
EX

O
（

各
県

ご
と

の
性

別
人

口
比

率
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

FU
EN

TE
: C

EN
SO

S 
D

E 
PO

BL
AC

IO
N

 Y
 V

IV
IE

N
D

A 
D

E 
19

88
 Y

 2
00

1（
19

88
～

20
01

国
勢

調
査

、
住

宅
調

査
）

 
- 

３
７

 PO
BL

AC
IO

N
 P

O
R 

SE
XO

, E
XT

EN
SI

O
N

 T
ER

RI
TO

RI
AL

 Y
 

D
EN

SI
D

AD
 P

O
BL

AC
IO

N
AL

 S
EG

Ú
N

 D
EP

TO
.（

各
県
ご
と
の
人
口

、
面

積
、

人
口

密
度

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
FU

EN
TE

: C
EN

SO
S 

D
E 

PO
BL

AC
IO

N
 Y

 V
IV

IE
N

D
A 

 
20

01
（

20
01

国
勢

調
査

、
住

宅
調

査
）

 
- 

３
８

 IN
FO

RM
AC

IO
N

 S
O

BR
E 

TR
AM

IT
ES

 A
D

U
AN

ER
O

S（
通

関
手

続
き

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
コ

ピ
ー

 
 

- 

３
９

 LI
ST

AD
O

 D
E 

EM
PR

ES
AS

 A
FI

LI
AD

AS
 A

CT
IV

AS
 D

E 
LA

 Z
O

N
A 

CE
N

TR
O

 Y
 S

U
R（

中
央

部
・

南
部

の
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

リ
ス

ト
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

CA
M

AR
A 

H
O

N
D

U
RE

N
A 

D
E 

LA
 IN

D
U

ST
RI

A 
D

E 
LA

 
CO

N
ST

RU
CC

IO
N
（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

建
設

業
会

議
所

）
 

- 

４
０

 D
IR

EC
TO

RI
O

 D
E 

PR
O

VE
ED

O
RE

S 
D

E 
IN

FO
RM

AC
IO

N
 

TE
G

U
CI

G
AL

PA
 

（
テ

グ
シ

ガ
ル

パ
の

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

リ
ス

ト
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

CA
M

AR
A 

H
O

N
D

U
RE

N
A 

D
E 

LA
 IN

D
U

ST
RI

A 
D

E 
LA

 
CO

N
ST

RU
CC

IO
N
（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

建
設

業
会

議
所

）
 

- 

４
１

 ES
TU

D
IO

 S
O

BR
E 

D
AN

O
S 

PR
ES

EN
TA

D
O

S 
EN

 E
L 

PU
EN

TE
 

AG
U

A 
CA

LI
EN

TE
 C

H
O

LU
TE

CA
（

ア
グ

ア
・

カ
リ

エ
ン

テ
橋

損
傷

調
査

報
告

書
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

コ
ピ

ー
 

G
EO

M
ET

RI
A 

Y 
PA

VI
M

EN
TO

S 
 

M
AR

ZO
, 2

00
4 



 

A6-4

番
号

 
名

 
 

 
称

 
形

態
 

図
書

・
ビ

デ
オ

 
地

図
・

写
真

等
 

ｵ
ﾘ
ｼ
ﾞ
ﾅ
ﾙ
 

･
ｺ
ﾋ
ﾟ
ｰ
 

発
行

機
関

 
発

行
年

 

４
２

 T
EM

PE
RA

TU
RA

 M
IN

IM
A（

最
低

気
温

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 S
ER

VI
CI

O
 M

ET
EO

RO
LO

G
IC

O
 N

AC
IO

N
AL

（
気

象
庁

）
 

- 
４

３
 T

EM
PE

RA
TU

RA
 M

IN
IM

A 
CH

O
LU

TE
CA

（
チ
ョ
ル
テ
カ
最
低
気
温
）

 
レ

ポ
ー

ト
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
 S

ER
VI

CI
O

 M
ET

EO
RO

LO
G

IC
O

 N
AC

IO
N

AL
（

気
象

庁
）

 
- 

４
４

 T
EM

PE
RA

TU
RA

 M
AX

II
M

A 
CH

O
LU

TE
CA

（
チ
ョ
ル
テ
カ
最
高
気
温
） 

レ
ポ

ー
ト

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 S
ER

VI
CI

O
 M

ET
EO

RO
LO

G
IC

O
 N

AC
IO

N
AL

（
気

象
庁

）
 

- 
４

５
 T

EM
PE

RA
TU

RA
 M

AX
II

M
A（

最
高

気
温

）
 

レ
ポ

ー
ト

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 S
ER

VI
CI

O
 M

ET
EO

RO
LO

G
IC

O
 N

AC
IO

N
AL

（
気

象
庁

）
 

- 
４

６
 C

O
D

IG
O

 D
EL

 T
RA

BA
JO

（
労

働
法

）
 

本
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
 E

D
IT

O
RI

AL
 G

U
AY

M
U

RA
S 

20
05

年
1
月

 

４
７

 B
O

LE
TI

N
 E

ST
AD

IS
TI

CO
 D

IC
IE

M
BR

E 
20

04
（

統
計

時
報

）
 

本
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
 CA

M
AR

A 
H

O
N

D
U

RE
N

A 
D

E 
LA

 IN
D

U
ST

RI
A 

D
E 

LA
 

CO
N

ST
RU

CC
IO

N
（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

建
設

業
会

議
所

）
 

20
04

年
12

月
 

４
８

 AT
LA

S 
G

EO
G

RA
FI

CO
 D

E 
H

O
N

D
U

RA
S（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

の
地

理
情

報
）

 
本

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 E
D

IC
IO

N
ES

 R
AM

SE
S 

20
04

-2
00

5 

４
９

 H
O

N
D

U
RA

S 
Y 

EL
 M

U
N

D
O
（

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

と
世

界
）

 
本

 
オ

リ
ジ

ナ
ル

 E
D

IC
IO

N
ES

 R
AM

SE
S 

20
04

 

５
０

 ES
TU

D
IO

 S
O

BR
E 

D
AN

O
S 

PR
ES

EN
TA

D
O

S 
EN

 E
L 

PU
EN

TE
 

AG
U

A 
CA

LI
EN

TE
 C

H
O

LU
TE

CA
（

ア
グ

ア
・

カ
リ

エ
ン

テ
橋

損
傷

調
査

報
告

書
）

 
 

コ
ピ

ー
 

 
- 

５
１

 E
SP

EC
IF

IC
AC

IO
N

ES
 M

AT
TO

. V
IA

L（
道

路
維

持
管

理
ス

ペ
ッ

ク
）

 
電

子
デ

ー
タ

 
 

 
- 

５
２

 LE
Y 

D
E 

LA
 A

D
M

IN
IS

TR
AC

IÓ
N

 P
U

BL
IC

A(
CO

D
IG

O
 D

E 
PR

O
CE

D
IM

IE
N

TO
S 

PE
N

AL
ES

（
公

共
行

政
法

・
刑

法
）

 
電

子
デ

ー
タ

 
 

 
- 

５
３

 C
O

D
IG

O
 D

E 
PR

O
CE

D
IM

IE
N

TO
S 

CO
M

U
N

ES
（

一
般

手
続

き
法

）
 

電
子

デ
ー

タ
 

 
 

- 

５
４

 ES
TU

D
IO

 A
M

BI
EN

TA
L 

 P
U

EN
TE

S 
LA

S 
H

O
RM

IG
AS

/ A
G

U
A 

CA
LI

EN
TE

  
（

ラ
ス

・
オ

ル
ミ

ガ
ス

と
ア

グ
ア

・
カ

リ
エ

ン
テ

橋
の

環
境

調
査

報
告

書
）

 
電

子
デ

ー
タ

 
 

 
- 

５
５

 C
O

D
IG

O
 D

E 
 T

RA
BA

JO
（

労
働

法
）

 
電

子
デ

ー
タ

 
 

 
- 

５
６

 LE
Y 

D
E 

CO
N

TR
AT

AC
IO

N
/R

EG
LA

M
EN

TO
 L

EY
 D

E 
CO

N
TR

AT
AC

IO
N

 
(契

約
法

・
契

約
に

関
す

る
規

定
）

 
電

子
デ

ー
タ

 
 

 
- 

５
７

 M
AN

U
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資料７ 交 通 量 デ ー タ 

 
 



A7-1 

交通量データ 

 

平日及び休日の交通量調査を実施した。 

換算日交通量は、 

 

ラス・オルミガス橋 1,646 台 

アグア・カリエンテ橋 3,824 台 

 

となる。 

 

詳細データは、次ページ以降に示す。 
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